
 

埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 

令和３年度事業報告 
 

 

１ 推進協議会の運営  

（１）運営委員会の開催 

第１回運営委員会   令和３年６月１８日（金） オンライン 

【協議】 

・会長の選任 

・令和２年度事業報告（案）・決算（案） 

・就労支援について 

【報告】 

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 入退会状況 

・令和３年度事業実績（速報） 

 

第２回運営委員会   令和３年１０月２９日（金） オンライン 

  【協議】 

   ・設置規程の一部改正 

   ・社会貢献基金のあり方について 

・令和４年度事業の進め方 

・「相談業務の手引き」改訂 

・就労支援について 

  【報告】 

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 入退会状況  

・令和３年度上半期事業報告 

 

第３回運営委員会   令和４年２月２５日（金） オンライン 

  【協議】 

・運営委員の選出 

・会長・副会長の選出 

・幹事の選任及び幹事長・副幹事長の選出 

・令和４年度事業計画（案）・予算（案） 

   ・外部研修助成金について 

【報告】 

   ・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 入退会状況 

・令和３年度事業実績（速報） 

 

 

 

 



（２）幹事会の開催 

第１回幹事会  令和３年５月１４日（金） オンライン 

【協議】 

・令和２年度事業報告（案）・決算（案） 

   ・第１回社会貢献活動推進連絡会議について 

  【報告】 

・令和２年度第３回運営委員会 

 

第２回幹事会  令和３年８月２３日（月） オンライン 

【協議】 

・幹事長の選任 

・設置規程の一部改正について 

・社会貢献基金の現状について 

  【報告】 

・令和３年度第１回運営委員会 

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 入退会状況 

・令和３年度事業実績（速報） 

   

第３回幹事会  令和３年１２月１５日（水） オンライン 

  【協議】 

   ・就労支援について 

   ・令和４年度予算（案）について 

・ホームページの充実について 

  【報告】 

・令和２年度第２回運営委員会 

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 入退会状況 

・令和３年度事業実績（速報） 

 

（３）彩の国あんしんセーフティネット事業あり方検討会議 

   開催なし 

   ※令和３年１０月２９日付で設置規程を廃止。 

 

（４）社会貢献活動推進連絡会議 

第１回 令和３年７月１３日（火） オンライン   ８５名 

【報告】 

・令和２年度事業報告・決算報告 

・令和３年度事業計画・予算  

・埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会入会状況 

  【講義】 

   「コロナ禍での生活困窮の現状や課題」 

講師：高千穂大学 人間科学部 准教授 大山  典宏 氏 

 



第２回 令和４年１月１８日（火） オンライン ７５名 

【導入説明】 

「ＳＤＧｓと社会貢献活動推進協議会の取り組み」 

・彩の国あんしんセーフティネット事業×株式会社セブン-イレブン・ジャパン 

・衣類バンク事業×株式会社チヨダ 

【講義】 

「ＳＤＧｓの自分ごと化」 

 講師：博報堂ＤＹホールディングス グループ広報・ＩＲ室 

ＣＳＲグループ推進担当部長 川廷  昌弘 氏 

 

（５）ブロック会議・研修の開催 

   第１回ブロック会議・研修 

第１・４ブロック 令和３年８月 ６日（金） オンライン  ２６名 

第２・３ブロック 令和３年８月１０日（火） オンライン  ５３名 

【内容】 

 ・支援実績とコロナ禍での取り組み・再支援について  

  ・担当相談員による実践報告  

  第１ブロック：社会福祉法人邑元会 

桜区障害者生活支援センター さくらとぴあ 西川 陽一 氏 

  第２ブロック：社会福祉法人杏樹会 杏樹苑爽風館 落合 広之 氏 

     第３ブロック：社会福祉法人常磐福祉会 常磐苑 栗原 寿昌 氏 

     第４ブロック：社会福祉法人隼人会 鴻巣まきば園 森 美香 氏 

・意見交換 

実践報告・コロナ禍での支援について 

支援の終結、現物給付支援、関係機関との連携等について 

 

第２回ブロック会議・研修   

第１・２ブロック 令和４年２月１日（火） オンライン  ４１名 

第３・４ブロック 令和４年２月４日（金） オンライン  ５５名 

 【内容】 

・手引きの改訂及び支援システムの変更箇所について 

・（担当相談員養成研修動画抜粋）自立相談支援事業の概要  

 ・担当相談員等による実践報告 

  第１ブロック：社会福祉法人草加市社会福祉協議会  

まるごとサポート SOKA 竹村 規子 氏 

第２ブロック：社会福祉法人真正会 真寿園 遠藤 厚史 氏 

特定非営利活動法人ワーカーズコープ 本松 水生 氏 

第３ブロック：特定非営利活動法人ワーカーズコープ 春山 北斗 氏 

第４ブロック：加須市役所 生活福祉課 若山 明宏氏 

社会福祉法人愛の泉 あいせんハイム 春山 純子  氏 

・意見交換 

自立相談支援事業との連携等について 



 

（６）セブン‐イレブン商品寄贈ＳＡＩＴＡＭＡプロジェクトへの協力 

   送付先   ３０箇所（内訳：施設１８、社協１２）  

受領箱数  １，００７箱（内訳：食料６７２箱、雑貨３３５箱） 

 

２ 彩の国あんしんセーフティネット事業（相談支援）の実施  

（１）相談支援実績（平成 26年 9月 1日～令和 4年 3月 31日）  

  

（２）社会貢献支援員連絡会議 

   第１回  令和３年 ４月１６日（金） 第７回  令和３年１０月２５日（月） 

   第２回  令和３年 ５月１８日（火） 第８回  令和３年１１月３０日（火） 

   第３回  令和３年 ６月１５日（火） 第９回   令和３年１２月２７日（月） 

   第４回  令和３年  ７月２１日（水） 第10回   令和４年 １月２１日（金） 

   第５回  令和３年 ８月２７日（金） 第11回   令和４年 ２月２２日（火） 

   第６回  令和３年 ９月２９日（水） 第12回  令和４年 ３月１５日（火）第1 2

回 平成３１年 ３月２８日（木 

（３）担当相談員養成研修 

１日目 令和３年５月２１日（金）～６月１１日（金） 

動画配信及び資料配布 

 

 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

相談支援件数 270件 511件 478件 400件 390件

現物給付件数 185件 362件 350件 314件 321件

現物給付
合計金額

4,809,624円 9,645,427円 8,834,985円 9,461,426円 9,862,185円

現物給付平均
（1件当たり）

25,998円 26,645円 　25,243円 30,132円 30,723円

終了支援件数 117件 388件 368件 289件 335件

令和元年度 令和2年度 令和3年度※ 合計

相談支援件数 345件 218件 322件 2,934件

現物給付件数 272件 149件 176件 2,129件

現物給付
合計金額

6,889,639円 4,133,250円 4,594,930円 58,231,466円

現物給付平均
（1件当たり）

25,330円 27,740円 26,560円 27,390円

終了支援件数 286件 146件 219件 2,148件

※支援システム

を整理したこと

による令和２年

度以前からの相

談支援３９件、

現物給付３件を

含む。 



   【講義】 

「生活保護制度と生活困窮者自立支援制度について」 

講師：埼玉県福祉部社会福祉課 医療保護・生活困窮者支援担当  

主任 寺田 菜々子 氏 

「セーフティネット事業の概要、相談支援の流れ」 

    説明者：埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 事務局 

「法テラスの利用方法」 

        講師：法テラス埼玉法律事務所  

弁護士  馬場 真由子 氏、米山 佳宏 氏、川澄 馨子 氏 

「年金保険制度、医療保険制度について」 

講師：公益社団法人 埼玉県医療社会事業協会 

埼玉協同病院 総合サポートセンター 医療社会事業課 課長 

竹本 耕造 氏 

「社会福祉の動向とＣＳＷ」 

 講師：文京学院大学 人間学部 人間福祉学科 教授 中島 修 氏 

【資料配布】 

「生活福祉資金貸付制度について」  

作成：埼玉県社会福祉協議会 生活支援部 資金課  

     「日常生活自立支援事業について」 

作成：埼玉県社会福祉協議会 権利擁護センター 

 

２日目 令和３年６月１日（火） オンライン 

   【講義】 

「ＣＳＷの機能と役割」 

    講師：文京学院大学 人間学部 人間福祉学科 教授 中島 修 氏 

   【実践報告】 

・社会福祉法人名栗園 総合ケアセンターリバー・イン 張替 健太 氏 

・社会福祉法人埼玉県ブルーバードホーム 江南愛の家 高木 陽子 氏 

    

３日目 令和３年６月４日（金） オンライン 

【講義】 

「支援での確認事項・現物給付支援の考え方」 

講師：第４ブロック社会貢献支援員 鶴寿荘介護老人福祉施設 光成 智美 氏 

【事例検討】 

 講師：文京学院大学 人間学部 人間福祉学科 教授 中島 修 氏 

 

修了者 ５７名（事業開始からの延べ修了者数５７０名） 

 

 

 

 

 



（４）担当相談員専門研修 

  第１回 動画配信により実施   

配信期間：令和３年１１月１９日（金）～１２月２日（木） 

動画視聴者：１６７名 

【内容】 

「生活保護制度のしくみ、相談のポイント」 

講師：高千穂大学 人間科学部 准教授 大山 典宏 氏 

※県社協福祉研修課と共催 

 

第２回 令和４年３月４日（金） オンライン ７４名 

【講義】 

「セーフティネット事業に求められるＣＳＷの視点」 

講師：日本社会事業大学 社会福祉学部 准教授 菱沼 幹男 氏 

【実践報告】 

報告者：第１ブロック社会貢献支援員 総合ケアセンターリバー・イン 

    熊木 秀二 氏 

 

（５）食料支援の実施 

   彩の国あんしんセーフティネット事業実施施設・社協に対して食料を送付。彩の国

あんしんセーフティネット事業の相談者や生活にお困りの相談者の支援において活用

された。 

 実施日 食品 数 

第１回 ４月 レトルトカレー ４，６８０食 

第２回 ７月 レトルト牛丼 ３，３００食 

第３回 ９月 パックご飯（５食入り） ３，３５０食 

第４回 １２月 インスタント袋麺（５食入り） ８，８００食 

第５回 ２月 レトルト牛丼 ３，３００食 

            合計 ２３，４３０食 

 ＜主な活用先＞ ※R3送付先１２７ヵ所のうち回答１２５ヵ所。 

  ヵ所 

１ 貸付の相談者など生活にお困りの方 ６５ 

２ セーフティネット事業の相談者 ５０ 

３ 施設・事業所の利用者 ３３ 

４ 他施設・社協・関係機関への送付 ２０ 

５ その他（子ども食堂、フードパントリー等） ３４ 

   （複数回答あり） 

 

（６）パンフレット・利用ガイドの送付 

   本事業の理解促進を進めるため、パンフレット及び利用ガイドを市町村社会福祉協議 

会、自立相談支援機関、福祉事務所、地域包括支援センターなどの関係機関４８９ヵ所 

へ送付した。 



３ 彩の国あんしんセーフティネット事業 就労支援の実施  

（１）就労支援実績（平成 29年 7月 1日～令和 4年 3月 31日） 

   就労支援登録施設  ３５施設        

 

（２）就労支援担当者養成研修 

      新規受付見合わせ中であることから開催中止。 

 

（３）就労支援事業所連絡会  

   令和４年２月２１日（月） オンライン １８名 

   【内容】 

意見交換「コロナ禍における就労支援の再開について」 

 

４ 衣類バンク事業の実施 

（１）衣類バンク事業支援実績（平成 30年 4月 1日～令和 4年 3月 31日） 

    衣類バンク事業実施施設  ４３施設 

 

（２）衣類バンク事業説明会 

   保育協議会主催の会議等の場にて事業概要を説明し、会員拡大に努めた。 

 

 

※令和２年４月から新規受付見合わせ中 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 合計

就労支援件数 15件 39件 40件 7件 0件 101件

就労支援者数 11名 35名 36名 7名 0名 89名

就労訓練日数 232日 572日 517日 163日 0日 1,484日

訓練日数
（1人当たり）

21.1日 16.3日 14.4日 23.3日 0日 16.7日

就労支援終了者数 7名 24名 31名 7名 0名 69名

協力金支払額 276,000円 1,106,000円 988,000円 326,000円 0円 2,696,000円

協力金支払額
（1人当たり）

25,091円 31,600円 27,444円 46,571円 0円 30,292円

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 合計

衣類支援件数　　　　　　63件 156件 186件 732件 1,137件

衣類支援人数　　　　　 101名 289名 301名 1,158名 1,849名

衣類支援点数　　　　   413点 1,003点 1,437点 3,338点 6,191点

支援点数（平均）
（1人当たり）

　　　　　  4.1点 3.5点 4.8点 2.9点 3.3点



（３）衣類バンク事業連絡会議 

   令和３年７月１４日（水） オンライン ２８名 

【内容】 

    ・実績報告、事業見直し案の説明等について 

・意見交換 

  

（４）チラシの送付・記事掲載依頼 

事業周知及び利用促進のため、福祉事務所、自立相談支援機関、役場、こども食堂、 

各種サロン、保健センター向けチラシを作成し、２７８ヵ所へ送付するとともに、各 

機関へ衣類収集の協力を依頼した。 

また、会員施設・社協に広報誌・ホームページ等での衣類収集のための記事掲載依 

頼を行い、１４施設・社協の協力があった。 

 

５ 組織強化・広報活動 

 （１）外部研修助成の実施 

    各事業の活性化や職員の資質向上を図ることを目的に助成を行った。 

    助成件数：１７件（１２施設５社協）  助成額：１４１，０００円 

  

 （２）ツナグ通信の発行 

    会員に向けた情報提供のため、令和３年９月より毎月１回、各事業実績や利用者の

声を掲載した「ツナグ通信（会員向けニュースレター）」を発行した。 

 

 


